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2 警告・退場
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3 チームスタッフ及び選手の登録
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4 代表者会議
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5 選手交代

(1) ベンチ入り控え選手最大14名のうち14名までの交代を認める。但し、後半での交代回数

は各チーム３回までとする。

メンバー表の提出は、第一試合については30分前に本部へ2部提出すること。第二試合

以降は、前の試合のハーフタイム時に、先発出場選手は記入欄に○印を、控え選手は記

入欄に△印を記入のこと。

「クラブ申請」により四種(小学生)、女子登録の選手を出場させるチームは、当該選手

の選手番号を確認できるものを持参し、大会実施委員会からの要請があった場合は提示

すること。

予選リーグにおける警告処分は、順位トーナメントに持ち越さないこととする。ただ

し、予選リーグにおける出場停止処分が未消化の場合（累積警告を含む）は、順位決定

トーナメントの第一試合に持ち越され適用される。

退場を命じられた選手は、本大会中の次の1試合に出場できない。その後の措置につい

ては、本連盟理事会にて決定する。

出場停止処分については、本大会中のみの適用とする。

選手登録の上限はもうけない。監督を含むスタッフ10名以内とする。ただし、試合毎に

ベンチ入りできる選手は25名以内、監督を含むスタッフは5名以内とする。なお、事前

に登録していない者はベンチ入りできない。

帯同審判員（4級以上）を2名以上登録すること。

当日の当該チームにおいて、試合開始１時間前にユニフォームの決定をしておくこと。

2023年度　第11回新潟県クラブユースサッカー (U-13)大会

大 会 規 定

大会の期間中警告の累積が2回になった選手は、本大会の次の1試合に出場できない。

予選リーグを行いその結果に基づき順位トーナメントを行う。

ルールは(公財)日本サッカー協会発行「サッカー競技規則2022/2023」による。

試合時間は、全試合を通して50分(ハーフタイムは5分)とし、順位トーナメントにおいて

は競技時間内に勝敗が決まらない場合は、PK戦方式により勝敗を決する。

予選リーグの順位決定は次の通りとする。

勝点は、勝ち＝3点、引き分け＝1点、負け＝0点、不戦敗は0-5扱い

勝点が同じ場合は、当該チームの成績を優先する。

得失点差が同じ場合は、得点の多い方を上位とする。

④でも同じ場合は、、抽選で順位を決定する。

順位トーナメントは、各順位グループに於いて順位を決定する。

予選リーグは、参加希望チームを8グループに分け順位を決定し、上位2チームを決勝

トーナメントに進出させる。3・4位については、順位トーナメントかリーグ戦にて順位

戦を行う。

当該チームの対戦結果が引き分けの場合は得失点差の多い方を上位とする。

基本行わない



(2)

(3)

6 メンバーチェックと用具チェック

7 ユニフォーム

(1) ユニフォームは、(公財)日本サッカー協会のユニフォーム規定を遵守すること。

(2)
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8 組合せ

9 試合球 試合球は本部にて用意する。

10 会場設営 (1) 各会場の設営は、第1試合の2チームで行う。

(2) 各会場の撤収は、最終試合の2チームで行う。

11 その他

(1)

(2)

(3)

(4)

大会実行委員会において組合せ決定し（2023年度北信越U13L及び新潟県U13L大会の結果を

参考）日程と共に各チームに連絡する。

チームベンチは、会場本部からグラウンドに向かって左側ベンチをリーグ表の上にある

チーム及びトーナメント表の左側のチームとし、対戦相手は右側ベンチとする。

【大会実施委員長】

新潟県クラブユースサッカー連盟 代表理事　浅見達也（090-4069-1799)

Mail：nicy.asami@gmail.com

本大会において、選手証のチェックを行う。

エントリー選手は、必ずスポーツ傷害保険に加入しておくこと。

本大会での不慮の事故については応急処置を行うが、その怪我についての責任は一切負

わないものとする。その後の処置は各チームで責任を持つこと。

ユニフォームの前面及び背面には大会エントリー時に登録された選手固有の番号を付け

ること（GKも含む）。

交代用紙は使用しない。

メンバー表の提出後で試合開始までの時間に怪我など特別な理由により先発出場登録選

手が当該試合へ出場不可能と当該会場本部責任者が判断した場合にのみメンバーの変更

をすることが出来る。なお、この変更は選手の交代にはあたらないが、当該選手は交代

選手としてベンチ入りすることは出来ない。

出場選手は試合開始５分前に本部にて全員選手チェックを受けること。用具チェックについ

ては、試合開始前に審判員から全員チェックを受けること。

※日本サッカー協会ユニフォーム規定第10条において適用除外を受けた日本プロサッ

カーリーグ（Jリーグ）に所属するクラブの下部組織のチームは、当該クラブのトップ

チームと同一のユニフォーム広告を掲示することが認められる。但し、アルコール等、

未成年チームにふさわしくない広告については除外する。

ユニフォームの下に着用するアンダーウェア－についての色は問わない。ただし、原則

としてチーム内で同色のもの着用する。また、スパッツ及びアンクルパットについても

原則としてチーム内で同色のものを着用する。（JFA推奨一部）

正・ 副の色の異なるユニフォーム(GKも含む)を用意すること。通常審判員が着用する

審判着（黒色等）に類似しているユニフォームは認めない。

また、ユニホームについては、メーカーによるデザイン等の変更あり統一出来ない場合

は、主たる色が同色である事を原則とし、ラインの色、メーカーの位置、背番号等の色

の違う場合に限り可能とする。但し、この適応は今大会のみとする。

合同チームについては、出来るだけ統一したユニホームを用意する事。ただし、ユニ

ホームが揃わない場合は、ビブスを着用して試合に出場出来る。エントリー表提出時に

はビブスの番号を記載する事。試合毎にビブスの番号変更は認めない。


